
1.歴史的資源を保存し、周辺の街並みとの調和を図る

歴史ある資源を地域の魅力として保存・継承し、周辺環境
と統一感のある街並みを形成する。

4-2奥沢2丁目歴史と緑の住宅街エリア
奥沢２丁目に位置し、奥沢の魅力ある風景を守り育てるための手引きである「奥沢1-3丁目等界わい形成地区」
に指定されています。その中でも本エリアの一部は「歴史と緑エリア」に定められています。
緑豊かで魅力的な住環境を保持するために、緑化や建物の色彩、工作物に関する規定を設けています。また本
エリアは、大正末期から昭和初期の面影が残る街並みを見ることができます。そのため、奥沢の特徴的な「緑」に
加え、この地域ならではの「歴史」を大切にした風景づくりを行っています。

景観特性

景観形成の目標

景観形成の方針

本エリアの奥沢2丁目は、世田谷地域風景資
産に登録された昭和初期の住宅が残ってい
るのが特徴です。自然を感じさせる素材や色
彩と、庭先の豊かな緑は、古い家のみならず、
奥沢の新しい家にも継承されています。また
シェア奥沢や海軍村住宅など、地域を象徴
する古い建物も存在しています。

奥沢2丁目の真ん中(12～22番)から東西に
のびる道路には、大ケヤキのほかに「やまも
も」や「すだじい」などの景観樹木が立地して
います。この散歩道では地域のボランティア
による緑の保全活動が行われていることから、
地域風景資産に登録され、未来の地域コミ
ュニティづくりへと繋げる「地域のシンボル」
の役割を担っています。

『界わい形成地区』の規定により、住宅が樹
木や草花で積極的に緑化されている様子が
見られる。それらは道沿いやアイストップとな
る角地にも影響をもたらし、奥沢らしい緑豊
かな風景と調和が図られている。また庭先の
緑が複数点在することで、緑に連続性が生ま
れています。

地域固有の歴史的資源と豊かな緑を活かした落ち着きのある街並みへ

2.象徴としての大ケヤキ通りへ

3.緑豊かな街並みを形成する

1.地域を象徴する歴史的な資源 2.大ケヤキのある散歩道 3.道沿いの緑(庭先に広がる緑)

大ケヤキのある散歩道を、本エリアの骨格(シンボル)として
街並みを形成する。

景観形成の考え方

具体的な方策
■ 街灯が無機質感→周辺の環境と調和するような街灯デザインにする。
■ 道路沿い・道路脇の緑化を重点的に行い、散歩道との緑の連続性を
図る。
■ アスファルト舗装からタイル・石貼舗装などに変更し、歩きたくなるよ
うな街路へ

庭先に広がる緑に加えて、多角的な緑化を行うことで、緑の
連続性を生み、緑豊かで魅力的な奥沢の風景を創造する。

景観形成の考え方

具体的な方策
■ 樹木や草花による緑化に加え、壁面緑化を行うことで「緑の視認性」
を向上させる。
■ コインパーキング等の公共の駐車場にも「緑化ブロック」などを使用
し、周辺の庭先の緑との調和を行う。
■ シンボルツリーや既存の樹木の保全に力を入れる。

みどり豊かな住宅地や歴史を感じさせる街並みなど地域固有の風景を残し、こ
れまでの奥沢の街並みを継承する景観づくりを進め、奥沢らしさを未来にわた
って繋げていくことを目的とする。

景観形成の考え方

具体的な方策
■ 昭和初期の住宅の外構計画の特徴(シュロの木、住宅のスケールとな
じんだ一体感のある緑)を新しい建物にも受け継ぎ、周辺との調和を図
る。
■ 看板や自動販売機などの工作物は素材や色彩を規定し、歴史的資源
と馴染んだ街並みをつくる。
■ 「界わい形成地区」の手引きの色彩基準をもとに、外壁の彩度や色相、
素材に配慮し、歴史的建築物との調和を図る。

周辺環境と調和する街灯デザイン

昭和初期の住宅の外構計画を継承した生垣

駐車場の緑化ブロック

本エリアの一部は世田谷区の規
定する歴史と緑エリアに定めら
れているため、自動販売機や駐車
場施設等の工作物は通りからの
見え方に配慮し、周辺の風景に
調和するよう形態・意匠や色彩
などを工夫している。
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